
　

本
町
に
お
け
る
自
転

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

推
進
の
取
組
は
。

　

本
町
交
通
対
策
協
議

会
に
て
、
５
月
11
日
と
19

日
の
２
日
間
、
春
の
交
通

安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
街

頭
啓
発
を
実
施
す
る
中

で
、
玉
水
駅
前
及
び
山
城

多
賀
駅
前
に
お
い
て
、
通

勤
、
通
学
者
な
ど
を
は
じ

め
、
通
行
さ
れ
る
方
々
に

対
し
て
、
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
た
ビ
ラ
を
配
布
し
て

き
た
。

今
後
も
、
交
通
安
全
週

間
の
機
会
を
と
お
し
て
、

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
は
じ
め
、
歩
行
者

や
自
動
車
な
ど
の
交
通
事

故
防
止
に
つ
い
て
の
啓
発

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

小こ

　
割わ

り

　
直な

お

　
彦ひ

こ  

議
員

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に

係
る
費
用
の
一
部
補
助
は
。

　

当
該
補
助
制
度
の
導

入
に
よ
り
、
着
用
率
の
向

上
が
ど
の
程
度
見
込
め
る

の
か
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
必
要

　

現
在
、
中
学
校
で
は

徒
歩
通
学
を
基
本
と
し
、

多
賀
小
学
校
区
生
徒
は
電

車
を
利
用
し
て
通
学
、
田

村
新
田
区
の
生
徒
は
保
護

者
送
迎
に
よ
る
通
学
と
し

て
お
り
、
安
全
に
登
下
校

が
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

中
学
校
に
お
い
て
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
等
の
条

件
付
け
に
よ
っ
て
、
任
意

で
自
転
車
通
学
は
可
能
と

な
ら
な
い
か
。

中
学
生
の
自
転
車
通
学
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

な
お
、
多
賀
小
学
校
区

の
生
徒
に
は
定
期
代
を
、

田
村
新
田
区
の
生
徒
に
は

送
迎
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ
全

額
補
助
し
て
い
る
。
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自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に

�

関
す
る
取
組
は

交
通
事
故
防
止
へ
の

�

啓
発
に
取
り
組
む

脇
本
総
務
課
長

高
江
学
校
教
育
課
長

販売されている自転車用ヘルメット

近隣市の自転車通学の様子



　

役
場
業
務
の
中
で
、

今
後「
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）」

が
活
用
で
き
る
よ
う
な
業

務
は
あ
る
の
か
。

　

Ａ
Ｉ
導
入
の
有
効
性

や
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
現

在
の
業
務
課
題
等
を
整
理

し
、
府
や
近
隣
市
町
村
の

取
組
状
況
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

の
導
入
に
つ
い
て
の
本
町

の
考
え
は
。

　
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

の
よ
う
な
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
の
不

正
取
得
や
偽
情
報
な
ど
に

よ
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
国

に
お
け
る
検
討
状
況
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　

学
校
教
育
の
分
野
で

脇わ
き

　
本も

と

　
尚た

か

　
憲の

り  

議
員

の
活
用
方
法
や
検
討
状
況

は
。

　

現
在
、
テ
ス
ト
の
解

答
デ
ー
タ
の

分
析
や
デ
ジ

タ
ル
ド
リ
ル

の
活
用
を
始

め
て
い
る
。

今
後
も
国
や

府
の
動
向
を

注
視
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま

で
の
実
践
と

Ａ
Ｉ
を
最
適

に
組
み
合
わ

せ
、
教
育
の

質
の
さ
ら
な

る
向
上
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

具
体
的
な
開
業
時
期

は
。

　

開
発
事
業
者
の
「
株

式
会
社
さ
と
う
」
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
来
年
夏
頃

の
開
業
予
定
と
し
て
、
順

次
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

出
店
す
る
業
種
と
企

業
名
は
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の「
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
ザ
ー

ル
」
の
ほ
か
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
の
「
キ
リ
ン
堂
」、

１
０
０
円
均
一
シ
ョ
ッ
プ

の
「
ダ
イ
ソ
ー
」
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

他
数
店
舗
の
テ
ナ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
現
在
調
整
中
。

　

買
い
物
以
外
に
施
設

の
利
用
方
法
や
利
用
可
能

な
サ
ー
ビ
ス
の
予
定
は
。

　

ま
ち
づ
く
り
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援

な
ど
、
地
域
貢
献
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組
む

と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
調
整
し
て
い

く
と
の
意
向
。

　

従
業
員
を
地
元
雇
用

す
る
予
定
の
有
無
と
、
そ

の
規
模
は
。

　

採
用
規
模
は
一
部
テ

ナ
ン
ト
内
容
が
未
確
定
の

た
め
、
明
確
な
数
は
言
え

な
い
が
、
１
０
０
名
を
超

え
る
地
元
雇
用
を
計
画
し

て
い
る
。
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人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
活
用
は

山
城
多
賀
駅
前
商
業
施
設
の
開
業
は

教
育
の
質
の

�

向
上
に
つ
な
げ
る

寺
井
企
画
財
政
課
長

高
江
学
校
教
育
課
長

来
年
夏
頃
開
業
予
定

菱
本
産
業
環
境
課
長

 工事が進む山城多賀駅前

業務の効率化や、利便性向上のためにAIの活用を



　

子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
計
画
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
は
。

　

絵
本
の
贈
呈
事
業
な

ど
に
よ
る
家
庭
へ
の
読
書

機
会
の
提
供
や
、
絵
本
を

使
っ
た
様
々
な
取
組
に
よ

り
、
乳
幼
児
、
保
育
園
児

が
絵
本
に
触
れ
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
学
校
図
書
館
に

お
い
て
も
、
図
書
館
を

使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン

ク
ー
ル
の
サ
ポ
ー
ト
や
読

書
週
間
に
お
け
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
小
中
学
生
の
読

書
機
会
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
た
。

　

新
図
書
館
で
の
子
ど

も
読
書
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
取
組
・
特
長
は
。

田た

　
中な

か

　
保や

す

　
美み  

議
員

　

一
般
書
と
児
童
書
の

エ
リ
ア
が
分
離
さ
れ
る
た

め
、
今
ま
で
他
の
利
用
者

に
配
慮
し
て
実
施
し
て
い

な
か
っ
た
参
加
型
の
お

は
な
し
会
や
、
簡
単
な

楽
器
の
演
奏
会
な
ど
の

実
施
も
可
能
と
な
る
。

３
階
部
分
は
広
い
テ

ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

晴
天
の
日
に
は
屋
外
で

の
読
み
聞
か
せ
や
子
ど

も
向
け
の
企
画
な
ど
、

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
事
業
が
実
施
で
き
る
。

　

井
手
町
放
課
後
ク
ラ

ブ
の
現
状
は
。

　

６
月
１
日
時
点
で
井

手
小
ク
ラ
ブ
40
名
。
多
賀

小
ク
ラ
ブ
16
名
。
支
援
員

の
人
数
は
11
名
。
他
に
補

助
員
７
名
で
運
営
し
て
い

る
。
支
援
員
に
は
、
府
保

育
協
会
が
実
施
す
る
放
課

後
児
童
指
導
員
研
修
を
、

教
員
免
許
所
持
な
ど
受
験

要
件
を
満
た
す
補
助
員
に

対
し
て
受
講
す
る
よ
う
案

内
を
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
３
密
を
避
け
る
な

ど
、
制
限
を
受
け
る
中
で

の
運
営
だ
っ
た
が
、
安
全

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

工
夫
し
て
き
た
。
現
在
は
、

制
限
が
解
除
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

運
営
に
戻
っ
て
い
る
。

　

井
手
町
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
、
安
心
・
安
全

な
運
営
の
た
め
の
取
組
は
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
感

染
症
に
は
十
分
気
を
つ
け

な
が
ら
、
昨
年
度
に
実
施

し
た
不
審
者
侵
入
の
訓
練

で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
ど

の
よ
う
に
守
る
の
か
、
ど

の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か

を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
、
災
害
時
の

対
応
の
訓
練
な
ど
を
計
画

的
に
行
い
、
安
心
・
安
全

な
運
営
に
努
め
て
い
く
。

ー　　ー12

新
し
い
図
書
活
動
の
取
組
は

今
後
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営・推
進
は

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る

�

企
画
を
実
施
予
定

中
坊
社
会
教
育
課
長

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

�

運
営
に
戻
っ
て
い
る

中
坊
社
会
教
育
課
長

司書による絵本の読み聞かせ

放課後児童クラブの様子



　

ベ
ン
チ
の
現
在
の
設

置
箇
所
と
今
後
の
設
置
予

定
は
。

　

町
が
管
理
す
る
施
設

や
公
園
・
歩
道
ベ
ン
チ
の

設
置
状
況
は
、
広
い
歩
道

部
な
ど
に
５
箇
所
12
台
、

公
園
・
緑
地
に
23
箇
所
88

台
を
設
置
し
て
い
る
。

　

町
の
中
の
道
や
公
共

施
設
へ
の
「
ま
ち
な
か
ベ

ン
チ
」
設
置
の
予
定
は
。

　

町
道
は
歩
道
幅
員
が

狭
く
、
設
置
は
困
難
で
あ

る
。

　
「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
（
い

で
か
）」
の
利
用
状
況
と

今
後
の
活
用
は
。

　

利
用
登
録
者
数
は
６

月
１
日
時
点
で
87
名
、
２

か
月
間
の
利
用
者
は
15
名
、

奥お
く

　
田だ

　
俊と

し

　
夫お  

議
員

利
用
回
数
は
往
復
利
用
27

回
、
片
道
利
用
９
回
の
合

計
36
回
で
、
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
ま
だ
少
な
い
状

況
。
利
用
者
か
ら
は
、「
自

宅
ま
で
き
て
も
ら
え
て
あ

り
が
た
い
」、「
気
軽
に
利

用
で
き
る
」、
等
の
感
想

が
あ
っ
た
。
買
い
物
等
の

利
用
は
可
能
だ
が
、
商
業

施
設
へ
の
運
行
は
、
本
年

度
の
実
証
運
行
の
結
果
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

　

町
内
会
・
隣
組
の
未

加
入
数
は
。

　

広
報
配
布
の
各
戸
配

布
世
帯
数
は
把
握
し
て
い

る
が
、
未
加
入
数
は
把
握

し
て
い
な
い
。

　

区
費
や
共
同
募
金
の

徴
収
に
つ
い
て
、
外
部
委

託
等
の
考
え
は
。

　

区
費
や
共
同
募
金
徴

収
方
法
等
は
、
自
治
会
の

活
動
で
あ
り
申
し
上
げ
る

こ
と
は
な
い
。
公
園
の
清

掃
に
つ
い
て
は
、
日
常
の

維
持
管
理
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
地
元
区
に

お
願
い
し
た
い
。
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歩
道
幅
員
が
狭
く
困
難

柳
原
建
設
課
長

坂
井
高
齢
福
祉
課
長

公
園
の
清
掃
は

�

地
元
区
に
お
願
い
し
た
い

脇
本
総
務
課
長

「
ま
ち
な
か
ベ
ン
チ
」の
設
置
予
定
は

町
内
会
活
動
の
外
部
委
託
は

山城多賀駅東口にある公園ベンチ

高齢者世帯の負担になっている公園の掃除



　

通
学
路
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
点
滅
信
号
機
を

設
置
し
た
箇
所
は
。

　

点
滅
信
号
機
を
設
置

し
た
箇
所
は
、
井
手
小
学

校
前
及
び
多
賀
小
学
校
前

に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
基
ず
つ

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
点
滅
信
号
機

を
設
置
す
る
予
定
箇
所
は
。

　

田
辺
警
察
署
に
伺
う

と
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定

は
な
い
。

　

見
守
り
を
行
っ
て
い

る
中
で
、
交
通
量
も
多
く

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
利
用

す
る
、
府
道
上
狛
城
陽
線

の
上
玉
川
橋
北
詰
の
横
断

歩
道
は
大
変
危
険
で
あ
る
。

点
滅
信
号
機
を
設
置
す
る

べ
き
で
は
。

　

田
辺
警
察
署
か
ら
は
、

現
在
あ
る
一
旦
停
止

を
遵
守
す
れ
ば
問
題

は
な
く
、
車
両
の
交

通
マ
ナ
ー
向
上
の
啓

発
か
ら
着
手
す
る
こ

と
が
効
果
的
。
違
反

車
両
に
つ
い
て
は
、

取
り
締
ま
り
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と

伺
っ
て
い
る
。

木き

　
村む

ら

　
武た

け

　
壽ひ

さ  

議
員

　

空
き
家
対
策
に
関
す

る
改
正
法
律
案
の
概
要
は
。

　

空
き
家
所
有
者
の
責

任
の
強
化
を
図
る
た
め
、

適
切
な
管
理
の
努
力
義
務

に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
、
自

治
体
の
施
策
に
協
力
す
る

努
力
義
務
が
追
加
さ
れ
た
。

空
き
家
の
利
用
拡
大
を

図
る
た
め
、「
空
家
等
活

用
促
進
区
域
」
の
設
置
や
、

　

旧
法
と
新
法
に
お
い

て
、
そ
の
主
な
違
い
は
。

　

現
在
の
法
律
で
規
定

さ
れ
て
い
る
、
状
態
が
悪

く
て
周
囲
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
な「
特
定
空
家
」

に
な
る
前
に
未
然
に
防
止

す
る
た
め
の
管
理
の
確
保

が
規
定
さ
れ
た
。

「
特
定
空
家
」
に
は
至

ら
な
い
が
、
今
後
放
置
す

れ
ば
特
定
空
家
に
な
り
得

る
よ
う
な
空
き
家
に
対
し

て
、
新
た
に
「
管
理
不
全

空
家
等
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ

を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
特
定
空
家
」
に
対
し
て

し
か
で
き
な
か
っ
た
「
指

導
・
勧
告
」
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
勧
告
を
受
け

た
「
管
理
不
全
空
家
」
は
、

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

る
住
宅
用
地
特
例
を
解
除

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

自
治
体
が
果
た
す
役

割
に
つ
い
て
、
な
に
か
変

更
点
は
あ
る
か
。

空
き
家
の
管
理
や
活
用
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

を
「
空
家
等
管
理
活
用
支

援
法
人
」
と
し
て
指
定
で

き
る
こ
と
、
特
定
空
家
を

未
然
防
止
す
る
た
め
の
措

置
、
ま
た
空
き
家
の
状
況

把
握
の
た
め
に
所
有
者
へ

の
報
告
徴
収
権
を
付
与
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。

　

新
法
で
創
設
さ
れ

る
「
空
家
等
活
用
促
進
区

域
」
制
度
に
よ
り
指
定
し

た
区
域
の
空
き
家
に
対
し

て
、「
空
家
等
活
用
促
進
指

針
」
を
定
め
、
空
き
家
の

活
用
を
促
す
役
割
が
付
与

さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
特
定

空
家
を
未
然
防
止
す
る
た

め
に
、
勧
告
等
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
市
町
村
に

報
告
徴
収
権
が
付
与
さ
れ

た
こ
と
が
主
な
役
割
の
変

更
点
。

　

住
民
に
と
っ
て
今
後
、

特
に
注
意
す
る
点
は
。

　
「
所
有
者
の
責
務
が

強
化
」
さ
れ
る
。
現
行
の

適
切
な
管
理
の
努
力
義
務

に
加
え
、
国
・
自
治
体
の

施
策
に
協
力
す
る
と
い
う

努
力
義
務
が
加
え
ら
れ
た
。

改
正
内
容
に
つ
い
て
は

周
知
し
て
い
き
た
い
。
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現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い

脇
本
総
務
課
長

新
法
を
周
知
し
て
い
く

山
本
地
域
創
生
推
進
室
長

点
滅
信
号
機
の
設
置
を

今
後
の
空
き
家
対
策
は

通学の支援をする見守り隊



　

新
庁
舎
周
辺
と
整
備

さ
れ
る
道
路
な
ど
を
最
大

限
活
か
し
、
町
全
体
の
土

地
利
用
構
想
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

改
正
法
に
よ
り
、
企
業

な
ど
に
よ
る
農
地
取
得
を

自
治
体
が
申
請
に
基
づ
い

て
認
め
る
「
構
造
改
革
特

区
」
制
度
に
移
行
す
る
が
、

新
た
な
住
宅
開
発
適
地
検

討
の
た
め
の
宅
地
開
発
検

討
業
務
に
お
け
る
農
地
利

用
の
考
え
方
は
。

　

宅
地
開
発
計
画
で
は
、

道
路
、
上
下
水
道
等
の
新

た
な
社
会
基
盤
整
備
や
、

既
存
住
宅
と
の
連
担
性
な

ど
の
視
点
も
必
要
。

今
後
業
務
の
中
で
、
農

地
や
そ
れ
以
外
の
土
地
も
、

調
査
検
討
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

新
庁
舎
周
辺
や
24
号

城
陽
井
手
木
津
川
バ
イ
パ

ス
の
周
辺
の
多
く
の
農
地

は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
利

鎌か
ま

　
田だ

　
隆た

か

　
宏ひ

ろ  

議
員

用
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　

来
年
度
以
降
に
予
定

し
て
い
る
「
井
手
町
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
改
定
の
中
で
、
今
年
度

実
施
す
る
宅
地
開
発
検
討

業
務
で
の
調
査
結
果
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
土
地
利
用
を
誘
導
し
て

い
く
べ
き
か
検
討
を
進
め

た
い
。

　

新
庁
舎
付
近
の
府
道

和
束
井
手
線
で
無
電
柱
化

の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。無

電
柱
化
は
「
景
観
が

良
い
」「
交
通
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
」
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
「
費
用

が
か
か
る
」「
災
害
時
の

復
旧
が
遅
い
」
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

進
め
ら
れ
て
い
る
無
電

柱
化
の
内
容
は
。

　

当
該
区
間
は
緊
急
輸

送
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
新
庁
舎
建
設

で
歩
行
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
府
が

令
和
元
年
度
に
着
手
し
、

新
庁
舎
を
中
心
に
東
西

５
２
０
ｍ
の
区
間
を
無
電

柱
化
し
て
い
る
。

道
路
下
の
複
数
の
管
路

に
関
西
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な

ど
の
電
力
・
通
信
用
が
入

線
す
る
予
定
。

　

新
庁
舎
周
辺
道
路
以

外
に
、
今
後
町
内
で
無
電

柱
化
の
予
定
は
あ
る
か
。

　

国
が
国
道
24
号
城
陽

井
手
木
津
川
バ
イ
パ
ス
で

実
施
す
る
予
定
。

参
画
企
業
や
整
備
区
間

は
現
在
調
整
中
。

　

無
電
柱
化
で
元
々

あ
っ
た
歩
道
付
近
の
街
灯

は
ど
う
な
る
の
か
。

　

府
に
お
い
て
、
両
側

の
歩
道
に
道
路
照
明
を
設

置
す
る
。
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無
電
柱
化
の
内
容
は

新
庁
舎
付
近
で

�
府
が
整
備
中

柳
原
建
設
課
長

こ
れ
か
ら
の
農
地
の
適
切
な
利
用
は

「
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

�

改
定
の
中
で
考
え
る

柳
原
建
設
課
長

新庁舎周辺の農地に効果ある整備を

無電柱化に伴い設置された街灯



産
業
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

５
月
22
日
に
、
委
員
並
び
に
行
政
関

係
者
の
出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
委
員
会
の
目
的
は
、
こ
れ
ま

で
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
本
町
独

自
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
、「
井
手
町

で
生
ま
れ
て
か
ら
概
ね
成
人
す
る
ま
で

の
間
に
、
ど
の
程
度
の
給
付
金
な
ど
の

支
援
を
受
け
て
い
る
の
か
」
を
議
会
と

し
て
把
握
し
、
調
査
・
研
究
を
行
う
た

め
開
催
し
ま
し
た
。

行
政
側
か
ら
は
、
制
度
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
図
を
表
し
た
資
料
（
下
段
図
参

照
）
を
も
と
に
、
西
垣
参
与
か
ら
各
々

の
制
度
概
要
に
つ
い
て
、各
担
当
課
長
・

所
長
か
ら
個
別
の
事
業
・
制
度
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

委
員
か
ら
は
、
今
回
の
資
料
を
活
用

し
た
今
後
の
広
報
に
つ
い
て
、
府
や
本

町
の
出
生
率
の
問
題
、
子
ど
も
の
遊
び

場
な
ど
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
質
問

や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
委
員
会
で
、
あ
ら
た
め
て
本

町
の
子
育
て
支
援
施
策
が
、
妊
娠
か
ら

出
産
・
育
児
・
就
学
支
援
ま
で
、
切
れ

目
な
く
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
良
さ

を
、
移
住
を
考
え
て
い
る
若
い
方
々
な

ど
に
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
今
後
一
層
、
町
内
外
へ
の
発
信
が

重
要
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

「
本
町
独
自
の
子
育
て
支
援
施
策
等
に
つ
い
て
」

�

委
員
長�

奥
田�

俊
夫

ー　　ー16



全
員
協
議
会
報
告

議
員
研
修
報
告

４
月
17
日
に
全
議
員
参
加
の
も
と
、

町
関
係
者
の
出
席
を
求
め
、
開
催
し
ま

し
た
。　

町
広
報
資
料
等
の
全
戸
配
布
物
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
へ
の
加
入
率
低
下

の
問
題
や
、
住
民
の
高
齢
化
に
よ
っ
て

年
々
、
各
区
で
の
仕
分
け
作
業
や
配
付

等
の
依
頼
が
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
か
ら
、
一
般
質
問
で
も
度
々
取

り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
回
配
布
物
（
チ
ラ
シ

な
ど
）
を
可
能
な
限
り
、町
広
報
誌
「
広

報
い
で
」
に
集
約
化
し
、
各
区
の
役
員

の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
、
町
関
係
部
署
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
、「
配
付
が
ど
う
し
て

も
必
要
な
も
の
が
あ
る
と
理
解
す
る
一

方
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
活
用
す
る
な
ど
、
改
善
で
き
る
も
の

も
あ
る
。」、「
発
行
を
月
一
回
に
し
て
、

で
き
る
だ
け
配
布
物
が
町
広
報
誌
一
冊

に
収
ま
る
よ
う
、
ま
た
、
分
類
も
課
や

住
民
の
興
味
ご
と
に
す
る
な
ど
、
工
夫

し
て
読
み
易
く
、
住
民
に
喜
ば
れ
る
紙

面
作
り
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
い
っ

た
意
見
が
出
ま
し
た
。

今
後
は
、
関
係
す
る
団
体
と
の
調
整

や
、
周
知
期
間
・
導
入
時
期
・
発
行
日

と
い
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
引

き
続
き
検
討
を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

５
月
18
・
19
日
に
滋
賀
県
の
全
国
市

町
村
国
際
文
化
研
究
所
で
「
令
和
５
年

度　

市
町
村
議
員
研
修
」
が
開
催
さ
れ
、

西
島
議
長
・
脇
本
総
務
文
教
常
任
委
員

長
・
奥
田
産
業
厚
生
常
任
委
員
長
と
と

も
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、「
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
演
題
に
、
京

都
芸
術
大
学
客
員
教
授
・
社
会
構
想
大

学
院
大
学
客
員
教
授
・
特
定
非
営
利
活

動
法
人
学
習
学
協
会
代
表
理
事
の
本
間

正
人
氏
を
講
師
に
招
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
３
つ
の
機
能

①
理
解
を
増
や
す

②
人
間
関
係
に
影
響
を
与
え
る

③
信
頼
関
係
を
築
く

に
つ
い
て
、
２
日
間
講
義
を
受
け
ま

し
た
。

大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

「
町
広
報
資
料
等
の
集
約
化
に
つ
い
て
」

「
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

�

～
対
話
と
発
信
力
の
向
上
」

�

谷
田�

利
一�

議
員
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第
84 号

令
和
５
年（
2023年

）
7月
発
行

IDECA（いでか）とは何ですか？

　「IDECA（いでか）」は、井手町在住の65歳以上で

メンバー登録をした方を対象に、井手町内限定で、

自宅から目的地までドアツードアの送迎を行うサービ

スです。令和5年4月から試験運行を開始しました。

実施主体は、井手町社会福祉協議会です。

予約方法は。

現在どれくらいの人が登録されていますか。

　100名の方が登録されています。（6月末現在）

自宅の前まで来てもらえますか。

車いすに乗ったままの乗車は可能ですか。

運行曜日や時間は決まっていますか。

新米記者いでたんが町に出かけて、まちのこといろいろ聞いてみます。

今回は４月から新たな移動支援として
試験運行がスタートしている「IDECA（いでか）」について
井手町社会福祉協議会の皆さんにお話を聞きました。　　　 いでたん

試験運行がスタートしている「IDECA（いでか）」について試験運行がスタートしている「IDECA（いでか）」について試験運行がスタートしている「IDECA（いでか）」について試験運行がスタートしている「IDECA（いでか）」について

　ご自宅前まで送迎は可能ですが、狭路地などは安

全に走行が可能と認める範囲で送迎を行います。

　火曜日・木曜日・金曜日で運行時間は9 :00～

16:00までです。

　利用日の1ヶ月前から前日正午までに、井手町社会

福祉協議会（0774-82-3901）にお電話でご予約く

ださい。

　車いすに乗ったままの乗車はできません。介助を要

することなく、乗り降りできる方を対象としています。

要介護や障害者手帳などをお持ちの方は、福祉移動

サービスが対象となることがございますので、お問い

合わせください。

特に多い送迎場所はどこですか。

　医療機関への送迎が多いですが、他にも府施設・町

施設・金融機関など様々な場所へ送迎をおこなってい

ます。

利用料金はいくらですか。

　乗車地から降車地まで4.5km未満は1人100円／

回（片道）、4.5km以上は1人200円／回（片道）で

す。

ご協力ありがとうございました！！
利用登録申込受付中です 町内を走るIDECA号安全に目的地まで送迎します
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